
コアシェルカラム，メーカー間の差はあるの？ 

1社のカラムのみで評価したら大失敗！ 

 

クロマニックテクノロジーズ 

5社のコアシェル型C18カラムを比較しました。 

最初に標準試料を用いカラム圧，保持時間，水素結合性・疎
水性・立体選択性のパラメータを，次にピリジン・オキシ
ン・ギ酸のピーク形状を比較しました。ほぼ同じサイズの粒
子径であるにもかかわらず，カラム圧は最大40％もの差があ
り，塩基性・金属配位性および酸性化合物のピーク形状も大
きく異なりました。 

中性化合物の試料負荷量は保持時間に比例していると考えら
れます。しかし塩基性化合物については，残存シラノール基
を含む固定相の状態によりピーク形状は大きく異なるため，
残存シラノール基の評価で多用されるアミトリプチリンを用
いて試料負荷量の比較を行いました。リン酸緩衝液を用いた
移動相では，A社C18はSunShell C18に比べ，1/100の試料負荷
量であり，コアシェル粒子の構造やC18の結合状態が塩基性
試料の負荷量に大きく影響していることが示されました。 

耐久性もカラム選択する上で重要な要素になります。そこで
耐酸・耐アルカリ性比較を行いました。酸性条件では酸の加
水分解によりアルキル基が脱離し，アルカリ性条件ではアル
カリによる加水分解で，シリカが溶け出すため，前者は保持
を後者は理論段数を縦軸にし，耐久性時間を比較しました。
耐久性も同様にカラム間には大きな差が認められました。 

最後にそれぞれのカラムから抜き出した充填剤の物性値を測
定しました。コアシェルシリカ基剤の物性値は，それぞれの
C18充填剤を600℃で8時間焼成した後に測定しました。 
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